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まちの将来イ メ ージ 上図はイ メ ージであり 、 建物等の具体的な計画を示すも のではあり ません。

今後の検討によっ てイ メ ージは変更と なる可能性があり ます。

　 まちづく り コ ン セプト 編では、 目指すべき まち のコ ン セプト 「 GREEN × INNOVATION　 深沢」 や

まちの骨格と なる空間像を「 賑わい」「 移動」「 防災・ 環境」「 緑・ 景観」 と いう 視点で明確にし 、 行

政施設、 道路、 公園、 緑地や敷地内回遊動線を はじ めと する オープンスペースの整備方針を 定めま

し た。  

　 まちづく り ルール編では、12 のまちづく り 目標を実現するための 50 のルールを解説し ます。市民、

事業者と 行政が一体と なっ て推進し 、 持続発展可能なまちを 創造し ていき ます。  

１ . まちづく り のルール

भऽठतऎॉ ঝঝ 

ऽठतऎॉ ঝঝ धम 
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シンボル道路（ 仮） のイ メ ージ

1. 賑わいを 形成する多様な導入機能の誘導

2. 賑わいを 形成する機能の配置 

3. 賑わいを 演出する空間の構成

4. 歩き やすく 魅力的な歩行環境の整備

5. 歩き やすく 魅力的な敷地内通路と オープンスペースの整備

6. 次世代交通と 公共交通のネッ ト ワーク 形成

7. 防災を強化する街区の形成

8. 気象災害に強いレジリ エント なまちづく り

9. 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた目標の設定

10. 緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク による魅力ある緑景観の形成

11. 歴史ある緑と 調和し た良好な都市景観の形成

12. 新たな拠点にふさ わし いまち並みの形成
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भऽठतऎॉ ঝঝ 

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観
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オープンスペースと 連動し た親し み
や愛着を 持てる賑わいの「 場」 づく り

（ 全体のオープンスペース骨格沿いに推奨）

❶

イ ノ ベーショ ン交流の「 場」 づく り
（ イ ノ ベーショ ン交流ゾーンに推奨）

❹

多世代交流の「 場」 づく り
（ グリ ーン・ ウェ ルネスゾーンや居住

コ ミ ュ ニティ が形成さ れる街区等に推奨）

❷

ウェ ルネス、 健康づく り を 促進する「 場」 づく り
（ グリ ーン・ ウェ ルネスゾーンに推奨）

❸

凡例

シンボル道路（ 仮）

３ つの南北軸

交流広場

外周道路、 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

　 深沢地区では、 道路や公園、 緑地と いっ た公共空間と 連続

的する、多様な暮ら し の受け皿と なる屋外空間を創出し ます。

ウェ ルネス、 健康、 イ ノ ベーショ ン交流だけでなく 、 日常的

な生活交流の場と し てこ ども から お年寄り まで様々な人々が

気軽に利用でき る「 場」 を創り ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 

ዖ ॎ◌◌ः◌॑ ਛ घॊ ऩ έ◌া◌ਃચ भ ◌ා・ ・・ ・ ・

ऽठतऎॉ ঝঝ 
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公園でのこ ども 向けワーク ショ ッ プ開催

地域の活動で賑わう 公園のイ メ ージ

高齢者やこ ども 、 働く 世代等の交流 高齢者やこ ども 、 働く 世代等の交流

街のすこ やかステーショ ン（ 柏市）

屋外と 連続するコ ワーキングスペース オフ ィ ス近く のオープンスペース リ ビングラ ボ

❶オープンスペースと 連動し た親し みや愛着を持てる賑わいの「 場」 づく り

❷多世代交流の「 場」 づく り

・ まちの骨格を形成するオープンスペースを 中心に、 多様な人々

が集まり 、 親し みのある「 場」 をつく るこ と で、 賑わい空間の

創出につなげます。

・ コ ロナ禍を 経て、 屋外に安心でき る憩いの場を持つこ と の価値

が増加し ている背景をふまえ、 建築物の機能と オープンスペー

スが連携し た「 場」 を創出し ます。

・ 高齢者やこ ども 、 若者、 働く 世代や来街者等、 多様な世代が居心地良く 集まり 、 交流でき

る「 場」 を形成し ます。 特に高齢者やこ ども の集まる場はそのアク セス性にも 配慮し ます。

・ ま ち の大き な目標である ウェ ルネスと 健康を 促すよ う な交流

の場を 設けるこ と で、 健康づく り に関する情報の発信やウェ ル

ネスの新たな仕組みの展開、 健康づく り への動機づけの提供、

住民間の交流がより 具体的な形で促進さ れるよう にし ます。

・ 総合体育館、 グラ ウン ド では、 積極的なスポーツ 活動を 促進

し ます。

❸ウェ ルネス、 健康づく り を 促進する「 場」 づく り

❹イ ノ ベーショ ン交流の「 場」 づく り

・ 働く 場と 連動し 、まちの中でも 働いたり 、多様な人々と の交流ができ るよう な環境を 整えます。
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賑わい形成のための「 場」 づく り

都市機能と 連動し た個性のある「 場」 づく り
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❶ 多様な用途の複合化
（ まち全体と し て用途複合）

❷ 垂直複合の推奨
(シンボル道路(仮)沿い含むオープンスペース骨格沿いに推奨）

❸ 低層部の賑わい形成
(シンボル道路(仮)沿い含むオープンスペース骨格沿いに推奨）

❹ 壁面後退空間の積極的な活用
( シンボル道路 ( 仮 ) 沿いに推奨）

公園や広場等オープンスペースに面する部分に

関し ては、 1 階以上の部分で景観に配慮

凡例

全体範囲

シンボル道路（ 仮）

交流広場

シンボル道路（ 仮） 沿い

オープンスペース骨格沿い

オープンスペース骨格

　 様々な人々による多様な交流を 創るためには、 多様な機能

を 持っ た空間が近い関係にあるこ と 、 また、 公共空間から そ

れら がたやすく 認識でき るこ と が重要です。 敷地内における

機能の複合、建築物における用途の複合、そし てこ れら によっ

て生まれる交流風景が、 壁面後退部や道路などの公共空間か

ら わかり やすく 認識でき るよう に工夫し て配置し ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 

ዖ ॎ◌◌ः◌॑ ਛ घॊ ◌ਃચ भ ଦ ◌઼・

ऽठतऎॉ ঝঝ 
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商業

住宅

業務

用途の複合

住宅

商業

多様な用途の複合住宅のみ

業務

賑わいやコ ミ ュ ニティ 活動のための

連続し た空間の確保

特徴的な印象をつく るまちかどの後退 多様な用途が可能な

まと まり のある空間の供出

❶多様な用途の複合化（ まち全体、 各街区の複合化）

• 単独敷地内や複数の街区に対し 、 住宅、 業務、 商業等の用途を 複合さ せる こ と によ り 、 昼夜人口

のバラ ンスの取れた多様な活動が生まれるまちをつく り ます。

❷垂直複合の推奨

❸低層部の賑わい形成

❹壁面後退空間の積極的な活用

• 建築物の垂直的な複合また、 開放的な空間を 形成する こ と によ り 、 多様で魅力ある 景観を 創出し

ます。

• 歩道に面する 低層部分を カ フ ェ やロ ビ ー

等の賑わいや活動を 促す空間と する こ と

によ り 、 歩行者と 建築物内部空間と の間

に見る、 見ら れる 関係が生ま れ、 活気あ

る街路景観を形成し ます。

• 歩道空間と 連携し 、 まちに貢献でき る空間と し て活用し ます。

• 日常の活動だけでなく 、 災害時には緊急対応場所と する等、 柔軟な使い分けを 図り ます。
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賑わいにつながるよう な機能配置の工夫

壁面後退と 空間の活用
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にじ み出し による屋外空間活用と の連携❶
（ シンボル道路 ( 仮 ) 沿い含むオープンスペース骨格沿いに推奨）

建築物と オープンスペースの活動や賑わい
の平面的、 垂直的な連携

❷

❸ 機能やアク ティ ビティ の連携
( シンボル道路 ( 仮 ) 沿いに推奨）

周辺地域と つながる賑わい空間の形成❹　 　

交流広場

シンボル道路（ 仮） 沿い

オープンスペース骨格沿い

オープンスペース骨格

周辺地域と のつながり

凡例

シンボル道路（ 仮）

　 賑わいのあるまちを形成するためには、 建築物の内部空間

と 内部空間、 外部空間における空間の連続性、 そし てその外

部空間の周辺への波及と 小さ な単位から 大き なスケールへと

連続し ているこ と が重要です。 低層部の開口部は外部空間と

連続的な賑わいを形成し 、それら が線的につながっ て連続し 、

大き な賑わいを 創り ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 

ዖ ॎ◌◌ः◌॑ ল घॊ भ ଡ ਛ・ ・૬
ണ ध ਗ भ ৴ ఢఈधभ ৴・ ・ ・ ・ ・ ૦ ૬  



68鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

周辺地域と つながる駅前空間のイ メ ージ

移動空間と 滞留空間の

ゆるやかなつながり

賑わい、 移動、 滞留等の

アク ティ ビティ のつながり

フ ァ ニチャ 、 植栽、 水景等の

工夫によるつながり

連続する賑わい空間

室内と つながっ た屋外空間の活用
建築物 壁面後退 歩道 車道

一体的な空間

一体的な空間

賑わいの平面的な連続 賑わいの垂直的な連続

一体的な空間

立体的な空間

分かり やすい動線

にじ み出し

周辺地域と つながる駅前空間のイ メ ージ

❶にじ み出し による屋外空間活用と の連携

• 歩道やオープン スペース等に面する 低層部分では、 カ フ ェ 、 ロ ビ ー等の賑わいや活動を 屋外

空間と 一体的に活用するこ と で内外で連続する賑わいを創出し ます。

❷建築物と オープンスペースの活動や賑わいの平面的、 垂直的な連携

❸機能やアク ティ ビティ の連携

❹周辺地域と つながる賑わい空間の形成

• 低層部分の賑わいや活動を 外部空間と 連続さ せ、 平面的にも 垂直的に

も つなげるこ と で、 より 活気あるまち並み景観を 形成し ます。

• フ ァ ニチャ * や植栽、 水景、 視線のつながり 、 ヒ ュ ーマン スケールで変化を 感じ ら れる 空間構成

により 、 外部空間における賑わいや移動、 滞留等多様なアク ティ ビティ を つなぎます。

＊フ ァ ニチャ： 街頭を彩る家具と いう 意味で、バスの停留所、公衆電話ボッ ク スなどの小建築物やベンチ、街路灯、ごみ箱などが含まれる。
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建築物と 外部空間の連携による連続する賑わいの創出

周辺地域と つながる賑わいの「 場」 の形成
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業務系 住宅系 商業系 行政系

STEP ❶ 2.5m 以上の歩道状空地

STEP ❷
各街区

土地利用

2.5m

以上

4m

以上

6m

以上

4m 以上

（ 一部 10m

以上）

STEP ❸ 各建築物 壁面後退面積（ ㎡）

賑わいを 形成する壁面後退空間の構成

STEP ❶　 歩道状空地の考え方（ シンボル道路（ 仮） 沿い）

歩道状空地の考え方（ 区画道路沿い）

STEP ❷　 各街区土地利用の壁面後退の考え方（ シンボル道路（ 仮） 沿い）

STEP ❸　 各建築物の壁面後退の考え方（ シンボル道路（ 仮） 沿い）

　 賑わいを 形成する ため、 道路境界線から の建築物の

壁面後退線を以下のよう に考えます。シンボル道路（ 仮）

沿いは❸のよ う な構成と する こ と で、 よ り 柔軟な壁面

後退空間の活用が可能です。

　 シン ボル道路（ 仮） 沿いは 2.5m 以上の距離で壁面後退し ます。 1.5m を 歩行空間、 1m を 植樹帯

と するこ と で、 歩道と 連携し たゆと り ある快適な歩行空間を 確保し ます。

　 南北に走る 区画道路沿い（ 右図参照）

には、 1m 以上の植樹帯を確保し ます。

❷の各街区の壁面後退線を 基準と し 、「 壁面後退距離×道路境界線長さ 」 に相当する面積分を壁面

後退し ます。 建築物の機能にあわせた柔軟な空間活用や、 変化のあるまち並みの形成を 図り ます。

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

区
画

道
路

区
画

道
路

区
画

道
路

区
画

道
路

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

業務・ 商業系

業務・ 商業系

業務・ 商業系

商業系

商業系

商業系

業務系

業務系

業務系

業務系

業務系

業務系

都市型住宅系

都市型住宅系

都市型住宅系

壁面後退線

2.5m

( 住宅系）

( 住宅系）

( 住宅系）

( 業務系）

( 業務系）

( 業務系）

壁面後退線

4m

XY㎡に相当する

面積分壁面後退

X(m )

2.5m

2.5m

4m

Y(m )

1m 以上の

植樹帯

賑わいを形成する壁面後退空間について

　 ❶の歩道状空地に加え、 街区の土地利用に応じ て業務系 2.5m 以上、 住宅系 4m 以上、 商業系 6m

以上、 行政系 4m 以上（ 一部 10m 以上） の壁面後退線を 設定し ます。 街区の性質にあわせた空間活

用を図り ます。
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2.5m 以上

6m 以上

6m 以上

6m 以上

2.5m 以上

4m 以上

4m 以上

4m 以上

建築物の機能にあわせた柔軟な空間活用

変化のあるまち並みの形成

各街区土地利用の性質にあわせた空間活用

歩行空間と 植樹帯、 滞留空間の確保

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

シンボル道路（ 仮）

歩道状空地歩道状空地 歩道歩道

「 中層以上の壁面後退」はルール11 ➍を参照。

0      2           5              10m

0      2           5              10m

0      2           5              10m

0      2           5              10m

歩道状空地含む壁面後退空間の活用イ メ ージ

STEP ❶

STEP ❷

中層以上を壁面後退し た場合

STEP ❸

壁面後退空間の参考事例

　 壁面後退空間に植樹帯や滞留空

間を 整備する こ と で、 快適な 歩行

空間を 創出する だけで な く 、 ま ち

の賑わいが形成さ れます。
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民地部分に広場を確保

民地部分に広場を確保

民地部分に広場を確保

駅前広場

まちかど広場

市民広場

公園入口

賑わい広場

道路

壁面後退線

交流広場

広場の規模の目安

賑わい広場 10m × 10m ～ 15m × 15m 程度

まちかど広場 10m × 10m ～ 15m × 15m 程度

公園入口 -

市民広場 -

駅前広場 公園と あわせて 4000㎡程度

交流広場のイ メ ージ 交流広場の構成

交流広場の面積は、 壁面後退面積に含みません。 シン

ボル道路（ 仮） 沿いに壁面後退面積＋交流広場面積を

確保するこ と と し ます。

賑わいを 形成する交流広場の構成

　 シンボル道路（ 仮） における賑わいを形成するため、

交流広場の空間構成を以下のよう に考えます。

　 様々な規模や各街区の性質にあわせた広場と する こ

と で、 特徴のある まち 並みの形成や市民の出会いと 交

流を生む多様な拠点づく り を 可能にし ます。

　 隣接街区と 連携し た広場空間と し 、 まち 並みの連続

性や空間活用の多様性にも 配慮し ます。

賑わいを形成する交流広場について
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鎌倉駅西口広場（ 鎌倉市）（ 出典： 航空写真 Goog leEarth）

丸の内テラ ス（ 千代田区）（ 出典： 航空写真 Goog leEarth）

赤坂イ ンタ ーシティ Air（ 港区）（ 出典： 航空写真 Goog leEarth）

流山おおたかの森駅（ 流山市）（ 出典： 航空写真 Goog leEarth）

0   5    10       20m

0   5    10       20m

0   5    10       20m

0   10  20         50m

約 15m

約 15m

約 10m

10m × 10m 程度の広場

15m × 15m 程度の広場

駅前広場

約 10m × 10m

約 15m × 15m

約 15m × 15m

約 3500㎡

広場全体

約 6000㎡

広場の参考事例

　 フ ァ ニチャ や植栽豊かなまちかど広場と 駅前広場は、 市民や来街者の憩い空間と なり 、 まちの

賑わい形成に寄与し ます。
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❷ 回遊性を 支援する公共サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備
（ まち全体）

❸ ウェ ルネス、 健康活動を促進する仕掛けの導入
（ オープンスペースの骨格沿いに推奨）

❶ 自然と 歩き たく なる快適な回遊路や設えの整備
（ シンボル道路 ( 仮 ) 沿いを含む敷地内通路沿いに推奨）

❹ 安全、 安心な歩行環境、 居場所の創出
（ まち全体）

全体範囲

交流広場

シンボル道路 ( 仮 )、
区画道路、 外周道路

敷地内回遊動線

ウォ ーキングコ ース

シンボル道路（ 仮） 沿い

凡例

オープンスペース骨格

　 歩き やすく 魅力的な歩行環境を 形成するためには、 人や環

境に対し て安全、 安心でやさ し く 、 わかり やすい計画、 デザ

イ ンを 施すこ と が重要です。 目的地への移動だけでなく 、 回

遊する、 運動する、 休むなど多様な都市活動を 想定し 、 目的

がなく ても 利用でき るよう な設えと し ます。

भऽठतऎॉ ঝঝ 

◌ྟన ऌृघऎ ৡ ऩ న ষ भ ତ・ ・ ・୭
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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歩きやすく 魅力的な歩行環境のイ メ ージ

調整池を望むフ ァ ニチャ

市民の憩いの場と なる駅前広場 AI 防犯カ メ ラ駅前広場の夜景

鏡を使っ た壁面 ウォ ーキングコ ース 健康意識を高める標識

歩行を促す路面サイ ン 歩行を促す路面サイ ン

❶自然と 歩き たく なる快適な回遊路や設えの整備

• 自然と 歩き たく なる、 使いたく なる、 親し みやすい空間デザ

イ ン と し ます。（ 手に取り やすい素材、 柔ら かい素材、 角の

少ないデザイ ン、 使いやすい高さ や寸法など）

❷回遊性を 支援する公共サイ ン、 フ ァ ニチャ の整備

❸ウェ ルネス、 健康活動を 促進する仕掛けの導入

❹安全、 安心な歩行環境、 居場所の創出（ 防災、 防犯）

• 案内サイ ンの設置により 、 円滑な移動を促し ます。（ 立体、 壁面サイ ンの活用、 歩道、 路面サイ ン

の活用など）

• フ ァ ニチャ の設置により 、 休息や憩いの環境を 整えるこ と で歩き やすさ を 向上さ せます。

• 人々がよく 利用する場所に運動促進の仕掛けを 導入し ます。

• 健康意識を 醸成する仕掛けを 導入し ます。（ 健康施策のロゴマーク 周知など）

• 災害時にも 歩き やすい歩行環境、 滞留空間を整備し ます。

• CPTED（ 防犯環境設計） * に基づいた設計を進めます。

＊ CPTED（ 防犯環境設計）： 人的な防犯活動と あわせて、 物理的な環境を整備、 強化し 、 犯罪の起き にく い環境を形成すると いう 考え方。
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快適な歩行環境の創出

歩く 動機づけと なる活動、 システムの提供
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❶ 分かり やすい格子状街区の整備
（ まち全体）

❹ 多く のまちかどの形成

❸ 敷地内オープンスペースの確保

❷ 回遊性の高い敷地内通路の確保
（ 敷地内回遊動線）

凡例

全体範囲

交流広場

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

ポケッ ト パーク

シンボル道路（ 仮）、
オープンスペース骨格沿い

　 道路や公園、 緑地と いっ た公共空間だけでなく 、 建築物に

囲われた広場や敷地内を 通り 抜ける通路など、 自由に往来が

可能な屋外空間が階層的に存在するこ と により 、 選択肢が増

え多様な魅力を 感じ るこ と ができ ます。 個性のあるまち並み

やまちかどの空間が魅力的な印象を創り ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 

◌ྟన ऌृघऎ ৡ ऩ ഢ ◌ৢ ଡ଼ ध・ ・・
ड़ উথঌ भ ତ ・ ५  ५

ऽठतऎॉ ঝঝ 
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若宮大路深沢地区 大船駅周辺

街角 a ～街角ｂ 最短ルート は２ 通り 街角 a ～街角ｂ 最短ルート は 6 通り

60 ～ 80m 60 ～ 80m120ｍ以上

街角 a街角 a 街角 a街角 a

街角 b街角 b 街角 b街角 b

界隈性のある小路

歩き やすいまち

アメ リ カ のポート ラ ンド

若宮大路の一の鳥居～三の鳥居間 ( 約 1.3km ) と JR 東日本東海道本線新駅設置予定地～

湘南モノ レール湘南深沢駅間 ( 約 1.1km ) はスケール感が近似（ 出典： 航空写真 Goog leEarth）

建築物の高さ と 敷地内オープンスペースの関係

❶わかり やすい格子状街区の整備

• ヒ ュ ーマン スケールでウォ ーカ ブルな都市空間スケールを 尊重し 、 人の行き 来でき る よ う な街区

を整備し ます。（ 参考距離： 70~ 100m ）

❷回遊性の高い敷地内通路の確保

❸敷地内オープンスペースの確保 (建築物の高さ と も 関係)

❹多く のまちかどの形成

• ウォ ーカ ブルなまち を 形成する と と も に、 防

災、 防犯の面から も 敷地内通路を 確保する こ

と で、人々の良好な生活、活動環境を 支えます。

• ヒ ュ ーマン スケールな通路と し 滞留空間を 設

けるこ と で、 人々の交流を創出し ます。

• 敷地内にオープンスペースを 確保し 、 人々が自由に活動でき る空間と し て有効に活用し ます。

• 多く の住民がアク セスし やすい場所にオープンスペースを配置し ます。

• ヒ ュ ーマ ン ス ケールな 街区によ る 町割り は、

多く のま ち かど 空間を 創出し 、 選択肢のある

歩行空間を 提供する と と も に、 自由な形状の

街区を 形成し ます。

住宅地内通路
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賑わいにつながるよう な機能配置の工夫

ヒ ュ ーマンスケールなまちかど形成
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❶ シンボル道路 ( 仮 ) 沿いの次世代交通と
公共交通利用の促進

❹ 地区外から の駐車場へのアク セス動線の集約
（ 地区外周側に出入口設置、 駐車場設置可能範囲の制限）

❷ モビリ ティ ハブの設置
（ 交流広場に推奨）

❺ 敷地内の駐車アク セスの集約と
車寄せのための敷地内車路設置の推奨

❸ シンボル道路 ( 仮 ) への

荷捌き 車両の時間帯制限

緊急車両等に配慮し た

出入口設置が必要

凡例

シンボル道路 ( 仮 )

交流広場

駐車場出入口設置推奨ポイ ント

駐車場出入口設置推奨ポイ ント
( ピーク 時のみ )

駐車場アク セス路

通過交通抑制

（ 駐車場出入り 車両抑制）
（ 時間帯による荷捌き車両通行可能）

駐車場出入口設置可能な範囲

　 シンボル道路（ 仮） など深沢の魅力を印象付ける公共空間

は、 次世代の公共交通やスロー交通などが主役と なるよう 工

夫し ます。 駐車場や物流など車両動線を制限し 、 歩行や環境

にやさ し い多様なモビリ ティ 優先の公共空間を 整備し ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 

◌ઃ ◌਼ ৻ ઐ◌ৢ ध ◌ਁ ◌ુઐ ◌ৢ भॿॵॺ ড ॡ ਛ・ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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公共交通と 多様なモビリ ティ 中心のシンボル道路（ 仮）

シェ アースク ータ ー シェ アモビリ ティ

時間帯による荷捌き車両通行自動運転モビリ ティ

多様なパーソ ナルモビリ ティ （ PM） の

試乗イ ベント

❶シンボル道路（ 仮） 沿いの

　 次世代交通と 公共交通利用の促進

• 駅間を 結ぶラ スト ワンマイ ル交通を含む

公共交通の利用を促進し ます。

• 次世代交通を含む多様なモビリ ティ 利用を 促進

し ます。

❷モビリ ティ ハブの設置

❸シンボル道路 ( 仮 ) の荷捌き 車両の時間帯制限

❹地区外から の駐車場へのアク セス動線の集約

❺敷地内の駐車アク セスの集約と

　 車寄せのための敷地内車路設置の推奨

• まち かどにモビ リ ティ ハブを 設置し 、 多様な交通手段と 徒歩の共存、 ネッ ト ワーク の形成を

図り ます。

• シンボル道路（ 仮）への車両流入を抑制し ます。

• ラ スト ワンマイ ル配送の自動化を推進し ます。

• 地区外周側に駐車場出入口設置を 推奨し ます。

• 駐車場設置可能な範囲を 制限し ます。

• シンボル道路（ 仮）への車両流入を 抑制し ます。

• 敷地内駐車のための外周道路への渋滞延伸を 防止し ます。

• 各住戸と 車寄せの近接による利便性を向上し ます。

• 敷地内部での駐車場設置により 、住戸南側の景観に配慮し ます。

参考： 柏の葉キャ ンパス住宅街区

敷地内ま で駐車アク セスが入り 込み、

住戸近く での乗降が可能。 建築物を な

るべく 南側に寄せて、 住環境の確保が

出来ています。（ 写真： Goog leEarth）

参考： 横浜元町通り

狭小な 道路な がら 荷捌き 車両の制限

（ 原則禁止） する こ と で歩行者優先の

道路を実現し ています。
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シンボル道路（ 仮） 沿いの多様なモビリ ティ と 公共交通利用の促進

シンボル道路（ 仮） 沿いの荷捌き 、 サービス車両への制限

歩行者を 優先する車動線の集約
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❶ 新庁舎を核と する防災拠点整備
＜新庁舎周辺における対応＞

❷ 公共と 民間が連携し た
避難場所整備や防災対策の実施

＜避難場所の確保＞

❶ 新庁舎を核と する防災拠点整備
＜避難方法等の確立＞

❸ 地区内外の連携や防災意識向上の

ための日常的対策の実施
＜地区内外の連携＞

災害対策活動スペース等

避難場所

ヘリ コ プタ ー発着場等

受援の拠点

防災備蓄倉庫

災害対策本部

消防本部等

グラ ウンド

公共的広場

駅前広場

新庁舎

凡例

防災に係る拠点機能の整備

地区外と つながる主要な連絡道路

視認性のあるオープンスペース
( 広場 )

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

オープンスペース骨格

　 災害に強いま ち づく り を 進める ためには、 防災拠点など

ハード の整備はも と よ り 、 公共と 民間が連携し たコ ミ ュ ニ

ティ 単位の取組が必要です。 新庁舎は広域的な防災拠点と し

て機能さ せると と も に、 街区単位、 地区単位、 周辺のまちと

の連携など防災や防犯のシステムを構築し ます。

भऽठतऎॉ ঝঝ 

ଆ◌಼◌॑ ਘ ৲ घॊ ඌય भ ਛ・

ऽठतऎॉ ঝঝ 
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＜避難方法等の確立＞
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❶新庁舎を 核と する防災拠点の整備

❷公共と 民間が連携し た避難場所整備や防災対策の実施

❸地区内外の連携や防災意識向上のための日常的対策の実施

＜新庁舎周辺における対応＞

• 避難場所と なる広場等へスムーズに避難する通路等を 確保し ます。

• 地区外と 接続するための主要な連絡通路や道路を 確保し ます。

• 非常時の災害活動や情報発信の拠点と なるために必要な機能を 整備し ます。

• 新庁舎と 消防本部を一体的に整備し ます。

• 周辺の避難所等へ円滑に物資を 供給するための拠点機能を 確保し ます。

< 避難場所の確保 >

< 地区内外の連携 >

< 日常的な対策 >

< 建築物の対策 >

< ラ イ フ ラ イ ンの対策 >

< 防犯対策、 セキュ リ ティ >

• 広域避難場所と し ての機能を 継続し ます。

• 災害時に逃げ込むこ と ができ るよう に、 視認性を確保でき るオープンスペースを計画し ます。

• 地区内の住民、 来街者、 帰宅困難者に加えて、 周辺住民を 想定し た備蓄を する など、 逃げ込める

まちを 形成し ます。

• 延焼防止など、 2 次災害を 防止するための対策を 実施し ます。

• 建築物内が最も 安全な地区と するため、 地区内の建築物は最新の耐震技術や構造を 利用し た設計と し ます。

• 地区内で利用さ れる中水（ 蓄熱槽水、 プール、 雨水、 防災井戸水など） を 災害時に活用し ます。

• 緊急汚水槽や雑排水槽を 整備し ます。

• 太陽光発電設備や蓄電池などにより 非常時の電力を 確保し ます。

• 防犯対策と し て、 施設の運営時間や照明計画を適切に管理し ます。

• 防犯カ メ ラ や街路灯などの設置などによる、 高い防犯環境を構築し ます。

• 防犯のためのセキュ リ ティ 情報連携、 啓も う 活動を実施し ます。

• 災害時の避難誘導や被害状況の確認体制を 構築し ます。

• 医療機関や近隣自治体など、 周辺の関係者と 広域的に連携し ます。

• 必要に応じ て関係者間で災害時の協力協定等を策定し 、全体を統括する体制をあら かじ め構築し ます。

• 定期的な防災訓練を実施し 、 地区内外の関係各所と 災害時の連携方法等を確認し ます。

• 防災に関する広報、 講座、 教育などを実施し ます。

• 遊びを取り 入れた訓練など日常的に防災を意識する工夫を 実施し ます。

• 在宅避難や医療連携など、 災害時の対応に関するマニュ アルを 作成し ます。

• デジタ ル技術を活用するなど、 円滑な情報発信システムを 構築し ます。

　 全市における防災拠点を 形成

　 公共と 民間が連携し た災害に強いまちづく り

　 災害に強いコ ミ ュ ニティ
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◎　 　 取組を強く 進める

〇　 　 取組を進める

△　 　 可能な範囲で取組を進める

実施方針 まちづく り ルール

❶

新庁舎を

核と する

防災拠点整備

避難方法等の確立

避難場所と なる広場等へスムーズに避難する通路等の確保

地区外と 接続するための主要な連絡通路や道路の確保

新庁舎周辺における対応

非常時の災害活動や情報発信の拠点と なるために必要な機能の整備

新庁舎と 消防本部の一体的な整備

周辺の避難所等へ円滑に物資を供給するための拠点機能の確保

❷

公共と 民間が

連携し た

避難場所整備

や

防災対策の

実施

避難場所の確保

広域避難場所と し ての機能の継続

災害時に逃げ込むこ と ができ るよう な、 視認性を確保でき るオープンスペースの計画

地区内の住民、 来街者、 帰宅困難者に加えて、 周辺住民を想定し た備蓄をするなどの、 逃げ込めるまち

の形成

建築物の対策

延焼防止など、 2 次災害を防止するための対策の実施

建築物内が最も 安全な地区と するための、 地区内建築物の最新の耐震技術や構造を利用し た設計

ラ イ フ ラ イ ンの対策

エリ ア内で利用さ れる中水（ 蓄熱槽水、 プール、 雨水、 防災井戸など） の災害時活用

緊急汚水槽や雑排水槽の整備

太陽光発電設備や蓄電池などによる非常時の電力の確保

防犯対策、 セキュ リ ティ

防犯対策と し ての、 施設の運営時間や照明計画の適切な管理

防犯カ メ ラ や街路灯などの設置などによる、 高い防犯環境の構築

防犯のためのセキュ リ ティ 情報連携、 啓も う 活動の実施

❸

地区内外の

連携や

防災意識向上

のための

日常的対策

の実施

地区内外の連携

災害時の避難誘導や被害状況の確認体制の構築

医療機関や近隣自治体など、 周辺の関係者と の広域的な連携

必要に応じ た、 関係者間での災害時の協力協定等の策定や、 全体を統括する体制の構築

日常的な対策

定期的な防災訓練の実施や、 地区内外の関係各所と の災害時の連携方法等の確認

防災に関する広報、 講座、 教育などの実施

遊びを取り 入れた訓練など日常的に防災を意識する工夫の実施

在宅避難や医療連携など、 災害時の対応に関するマニュ アルの作成

デジタ ル技術を活用するなど、 円滑な情報発信システムの構築

凡例

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 

ଆ◌಼◌॑ ਘ ৲ घॊ ඌય ਛ・



82鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン

ルールの適用場所

道路 公園 行政 業務 商業 集合住宅 戸建て住宅 工場・ 市場

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎

◎

◎

〇 〇 ◎

△ ◎

〇 〇 ◎

〇 ◎ 〇 〇

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇

〇 〇 ◎

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

◎ 〇 〇 〇 △ △

〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

防災訓練やマニュ アル作成など、
日常的な対策

地区内外から の
避難受入れ地区内外から の

避難受入れ

屋内待機

屋内退避スペース

十分な耐震性を備えたビル

屋外オープンスペース等

代替エネルギー等の確保

エリ ア内の各街区や建物における災害対応のイ メ ージ

救援物資等の集配など、
災害対応の拠点整備
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❷ 雨水管理に適し た環境にやさ し い建築物の整備

グラ ウンド

緑化

敷地内緑化 透水舗装

公共的広場

シンボル道路
(仮

)

駅前広場

新庁舎

❶ 街区単位での雨水管理システムの目標設定
（ 全街区）

❸ 緑化率数値目標の設定
（ 全街区）

❹ グリ ーンイ ンフ ラ の目標設定
（ 全街区）

凡例

全体範囲

官民一体のグリ ーンイ ンフ ラ の整備

雨水排水ルート

オープンスペース骨格

　 グリ ーンイ ンフ ラ による雨水のマネジメ ント は、 洪水被害

への対応だけでなく 河川の水質改善、 大気の浄化、 ヒ ート ア

イ ラ ンド 現象の緩和や多様な生態環境の創出等、 多く の環境

にやさ し い効果を発揮し ます。 気象災害に強く 環境にやさ し

いまちを実現するため、 官民一体と なっ たグリ ーンイ ンフ ラ

への取組を 推進し ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 
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敷地内緑化 緑化さ れた駐車場

❶街区単位での雨水管理システムの目標設定

❷雨水管理に適し た環境にやさ し い建築物の整備

• 公共空間に整備さ れる グリ ーン イ ン フ ラ と 連携し 、 街区内のオープン スペースにも グリ ーン イ ン

フ ラ など雨水管理ができ る空間整備を 目指し ます。

• 気候変動に適応し た建築物の配置や快適な歩行環境形成（ ミ スト シャ ワー、 透水性舗装等） を 整

備し 、 レジリ エント なまちづく り を目指し ます。

• 屋外駐車場は、 透水性舗装や緑化を推進し ます。

• 緑化の推進や、 雨水の循環利用を 図り ます。

• 雨水の循環利用以外にも 、 環境に配慮し た建築物の整備を目指し ます。

❸緑化率数値目標の設定

❹グリ ーンイ ンフ ラ の目標設定

• 各街区の緑化率の目標値や樹木の種別を 設定し 、 統一感のある まち 並みの形成やバラ ン スの良い

配置を 図り ます。

• グリ ーン イ ン フ ラ を 整備する こ と によ り 、 水質の改善、 大気汚染の浄化、 気候変動への適応力、

野生生物生息域の改善、 地域資産価値の向上等の効果が見込まれる こ と から、 雨水活用技術規準

の規定に基づき 、 蓄雨性能などを 定量化し 、 目標を 定めます。
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　 水害に強い基盤と 連携し た街区の形成

公共空間と 連携し た
グリ ーンイ ンフ ラ

レイ ンガーデン

雨水貯留基盤 透水性舗装

官民境界

雨水の循環利用

緑化や雨水の循環利用を推進するなど環境に配慮し た建築物のイ メ ージ

バイ オスウェ ル

緑化

　 環境目標の設定



85

①パッ シブデザイ ン ②アク ティ ブデザイ ン
③エネルギーの

効率化
周辺環境の

適正化
負荷の抑制

自然エネルギー

利用

室内環境の

適正化

設備システムの

高効率化

再生可能

エネルギーの導入

業務

建築物

• 屋外環境の

適正化

（ 敷地の気象条

件に調和し た建

築物配置等）

• 外構計画の

適正化

（ 緑化等を 確保

し て敷地内を涼

し く 保つ）

• 日射の調整

（ 外ルーバー、

庇等）

• 外皮性能の向上

（ Low -E ガラ ス、

高断熱化等）

• 外気負荷抑制

（ CO2 濃度制御

等）

• 内部負荷低減

（ サーバーのク

ラ ウド 化等）

• 自然採光、 自然

換気の活用

• ゼロエナジー

バンド 制御

（ 無理のない範

囲で温度や照度

の目標値に幅を

持たせる）

• 照明ゾーニング

制御

• 高効率空調機器

• 空調ポン プ制御

の高度化

• 空調フ ァ ン 制御

の高度化

• 超高効率変圧器

• 熱回収ヒ ート ポ

ン プ

• フリ ークーリ ング

• 太陽光発電設

備、 蓄電池の

導入

• 地中熱等ヒ ート

ポン プの導入

• BEMS 等を 活用

し たエネルギー

のモニタ リ ング

住宅

• 日射の調整

（ バルコ ニー、

庇等）

• 外皮性能の向上

（ Low -E ガラ ス、

高断熱化等）

• 気密性の向上

• 過剰な冷暖房の

抑制

• 高効率エアコ ン

の活用

• 高効率給湯設備

• 太陽光発電設

備、 蓄電池の

導入

• 太陽熱給湯暖房

システムの導入

• スマート メ ー

タ ーを活用し た

電力使用量等の

モニタ リ ン グ

実施内容

実施場所

業務 家庭 パブリ ッ ク

スペース等新庁舎 事務所 商業 集合住宅 戸建て

業務・

家庭部門

目標性能

ZEB Ready など、

より 高いラ ンク を

目指す

ZEB 認証を

目指す

ZEH-M 認証を

目指す
ー

パッ シブデザイ ン ◎ 〇 〇 〇 △

アク ティ ブデザイ ン ◎ 〇 〇 〇 △

エネルギーマネジメ ン ト ◎ 〇 〇 〇 △

廃棄物部門

３ R の推進 ◎ 〇 〇 〇 △

◎

（ 生ごみ処理機

利用）

雨水利用 ◎ 〇 〇 △ △

△

（ 雨水の水景

利用等）

◎取組を強く 進める、 〇取組を進める、 △可能な範囲で取組を進める

生ごみ処理機利用： 生ごみ処理機で生ごみ等から 生成し た堆肥を、 グリ ーンイ ンフ ラ の植物の育成などに利用し ます。

＊カ ーボンニュ ート ラ ル： 温室効果ガスの排出量と 吸収量を 均衡さ せる こ と 。

表２ 　 建築物等の脱炭素化に向けた設計、 運用改善手法の例

表１ 　 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた目標の設定

　 人間だけでなく 地球にも 優し い生活を し ていく ためには

カ ーボンニュ ート ラ ル * を 達成するこ と が必須です。 建築物

における脱炭素化、 自然エネルギーの活用やリ サイ ク ルによ

る環境負荷への低減にまちぐ るみで取り 組みます。

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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負荷の抑制

室内環境の適正化

再生可能エネルギーの導入

設備システムの高効率化

自然エネルギー利用

周辺環境の適正化

エネルギーマネジメ ント

雨水を利用し た取組の例　 ( 出典：「 平成 29 年版

水循環白書」 内閣官房水循環政策本部事務局 )

( 出典： 日建設計総合研究所）

＊プラ スチッ ク 地捨地消： 地域で捨てら れるはずのプラ スチッ ク に再度価値を与え、可能な限り 地域内で長く 循環的に使用すると いう 概念。

❶脱炭素社会の実現に向けた目標設定（ 表１ 参照）

❷ ZEB 認証等の取得（ 表１ 参照）

❸建築物等の脱炭素化に向けた設計、 運用の取組実施（ 表２ 参照）

❹廃棄物の循環

❺水資源の循環

• 2050 年のカ ーボンニュ ート ラ ル実現のため、 2030 年度における温暖化ガス排出量の 2013 年度比

46% 削減を目指し 、 脱炭素社会の実現に向けたまちづく り に取り 組みます。

• パッ シブデザイ ン：

建築的なデザイ ン手法により 、 周辺環境や室内環境を適正に保ち、 建築物の負荷を 抑制し ます。

その上で、 光、 風等の自然エネルギーを積極的に活用し たり 、 上手く 制御し ます。

• アク ティ ブデザイ ン：

照明、 空調等に対し て高効率な設備システムを 導入すると と も に、 再生可能エネルギー（ 太陽光

発電設備等） を 導入し ます。

• エネルギーマネジメ ント ：

建築物の運用段階でエネルギー使用量等を 適切に監視し て、 さ ら なる省エネ行動を 実施し ます。

• ３ R（ ごみの発生を 減ら す、 繰り 返し 使う 、 資源と し て再利用する） を推進し 、 ゼロ・ ウェ イ スト

の実現を目指し ます。

• 産学連携を 通し て「 プラ スチッ ク 地捨地消」 * 等地域資源の循環の実現に取り 組みます。

• 深沢地区内での循環型社会を 実現する ため、 生ごみ処理機を 利用し て、 生ごみを たい肥にリ サイ

ク ルし 、 グリ ーンイ ンフ ラ の植物育成等に活用し ます。

• 雨水の適正な管理によ る都市の健全な水環境を 実現

し 、 下水等に流入する雨水流出量を抑制し ます。

• 下水道、 河川等への雨水の集中的な流出抑制のため

建築物敷地内の “蓄雨 ”を 推進し ます。 業務系建築

物内で は雨水を ト イ レ 等の洗浄水と し て 利用し ま

す。 家庭では、雨水を ガーデニング等に利用し ます。

• 業務建築物（ 事務所、商業、ホテル等）は ZEB 認証の取得やそれと 同水準の建築物性能を目指し ます。

• 集合住宅は ZEH-M 認証の取得やそれと 同水準の建築物性能を 目指し ます。

• 新庁舎は「 ZEB Ready」 など、 より 高いラ ンク を 目指し ます。
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　 脱炭素、 循環型社会に向けたまちづく り の実現
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快適（ 体感気温） 低い 高い （ 日照時間） 短い 長い

通常（ 風速） 減速 加速 散策できる（ 風境環） 滞留でき る 不快

微気候への影響シミ ュ レーショ ン

風速分析（ 冬： 北風） 風速分析（ 夏： 南風） 快適な風環境分析

日射時間体感気温（ 冬）体感気温（ 夏）

雨水、 水循環に

配慮し たデザイ ン

オープンスペースや

緑の確保
生物多様性

緑環境 水環境 微気候

外部環境の快適性

シミ ュ レーショ ン例　 まちづく り ガイ ド ラ イ ンを尊重し た配置案

＊ LEED： ビルト ・ エンバイ ロメ ント ( 建築や都市の環境 ) の環境性能評価システム。

　 気候対応型デザイ ンでは、 気候変動に対応するより 自然な形に近い水循環バラ ンスの取れた基盤を形成する

と と も に、緑豊かな空間をつく るこ と でより 快適な外部空間と 生物多様性にも 貢献する都市空間を目指し ます。

　 ルール 8 と ルール 9 を 踏まえ、 敷地現況と 比較し てまちづく り ガイ ド ラ イ ンを 尊重し た配置案と

し た際に必要と なる環境性能の項目と 目標値のイ メ ージを整理し ます。

　 気候対応型デザイ ンにおいては、 緑環境、 水環境、 微気候に関する観点

と 、 コ スト も 踏まえた指標で評価し 、 最適化するこ と が大切です。

　 各指標の目標数値は、 LEED* やヨ ーロッ パなどの環境先進国における基

準も 参照するこ と で、 高い水準を目指し ます。

　 微気候シミ ュ レ ーショ ン では、 各項目での改善箇所を 明確にする こ と で、 空間検討の参考と する こ と

ができ ます。 例えば、 夏の体感気温について高温になる 箇所を 可視化し 、 樹木の配置や日陰を 整備する

などの対策を講じ るこ と が可能になり ます。

気候対応型デザイ ンと は

評価指標、 方法と 目標値の理解

KEY POINTS

微気候シミ ュ レーショ ン（ 風、 日射時間、 体感気温等）

ਏ এ ◌ॖ থ ॺ ਞ έ◌ৗ◌ૢ ॹॖ থ ध ఏ ਝ भॖ ও・ ⋊ ・ ・ ・ ・२ ୭ ৯  ४
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(<32
,1

76

建築
面積

建築
面積

1.1ha
4%

屋上緑
化面積

0ha
0%

舗装
面積

5.6ha
20%

透水性
舗装面積

13.3ha
47%

緑化
面積

8.4ha
29%

水関連
面積

0ha
0%

樹木

36

8.3ha
29%

屋上緑
化面積

3.6ha
44%

舗装
面積

25.1ha
18%

透水性
舗装面積

6.2ha
22%

緑化
面積

5.9ha
20%

水関連
面積

2.0ha
7%

樹木

2,094

敷地現況

　 敷地現況における シミ ュ レ ーショ ン 例です。 項目によ っ ては、 既存状態で良い性能を 示す場合があり ま

すが、 項目を可視化するこ と で計画案の効果を検証するこ と が可能です。

まちづく り ガイ ド ラ イ ンを 尊重し た配置案のイ メ ージ

　 ガイ ド ラ イ ン を 尊重し た配置案における シミ ュ レ ーショ ン 例です。 ガイ ド ラ イ ン に適用さ せる こ と で、

緑環境や微気候は目標値範囲内に達するこ と が想定さ れます。

　 さ ら に、 積極的なグリ ーン イ ン フ ラ の導入や樹木増量など水環境指標を 改善さ せ、 バラ ン スのよ い環境

目標達成を目指すこ と も 可能です。

舗装面積

舗装面積

基準値 /目標値

相対的な性能

緑環境

水環境

熱・ 微気候

生物多様性

雨水サービスレ ベル

舗装面積削減

グリ ーンフ ァ ク タ ースコ ア

貯留量

反射光

オープンスペース量

ピーク 流出係数

CO2 吸収量

大気汚染の改善

樹木

自然的な水循環バラ ンス

緑地

雨水処理

屋上緑化

飲料水節約量

アスフ ァ ルト （ 透水性） 芝生 レインガーデン

石・ 砂利舗装 樹木 浸透基盤

セミ 舗装 一般屋根 貯水槽（ 地下）

緑地 特殊屋上緑化（ 調整機能） 多目的調整池

図はイ メ ージであり 、 計画内容や位置を限定するも のではあり ません。

緑環境

水環境

熱・ 微気候

 生物多様性

 グリ ーンフ ァ ク タ ースコ ア

反射光

舗装面積削減

オープンスペース量

ピーク 流出係数

貯留量

流出量

CO2 吸収量

大気汚染の改善

自然的な水循環バラ ンス

雨水サービスレベル

雨水処理

飲料水節約量

緑地

屋上緑化

樹木

蒸発散量

浸透量
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❸ 新庁舎、 公共的広場が一体
と なっ た緑の景観形成

❹ 柏尾川沿いおける緑の連続性づく

り や周辺緑地への視点場の創造

❷ 湘南モノ レ ール沿いにおける新庁舎と

駅前広場一体の緑の拠点形成

グラ ウンド

公共的広場

緑豊かな空間

公園

駅前空間

柏尾川沿い空間

❶ シンボル景観軸と 緑のネッ ト ワーク の形成

❺ 生物多様性を育む環境の創出

凡例

シンボル道路（ 仮）

３ つの南北軸

交流広場

外周道路、 区画道路

敷地内回遊動線

敷地内オープンスペース

　 村岡地区（ 藤沢市） 村岡城址方面から 湘南モノ レ ール湘南

深沢駅、 等覚寺特別緑地保全地区へと つながる東西のシンボ

ル景観軸と 「 駅前空間」、「 緑豊かな空間」、「 柏尾川沿い空間」

の３ つの南北軸が交差し 、 魅力ある緑景観を創出し ます。 ま

た、 こ れら の骨格と なる空間と 壁面後退部や敷地内通路の緑

のネッ ト ワーク が相互に連携するこ と により 、歩いて楽し い、

生物多様性を育む環境を 形成し ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 
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天神山
特別緑地保全地区

三菱電機㈱
鎌倉製作所

湘南町屋駅

湘南深沢駅

新駅

宮前公園

深沢地区

柏
尾

川

JR
東

海
本

線

上町屋
特別緑地保全地区

寺分一丁目
特別緑地保全地区

等覚寺
特別緑地保全地区

手広・ 笛田
特別緑地保全地区

左： 緑のネッ ト ワーク （ 広域）

右： 緑のネッ ト ワーク
（ 深沢地区周辺）

村岡城址公園

＊景観重要公共施設： 景観計画区域における 良好な景観の形成に重要な公共施設（ 道路、 河川、 都市公園等） のこ と 。

レイ ンガーデンのイ メ ージ

❶シンボル景観軸と 緑のネッ ト ワーク の形成

❹柏尾川沿いにおける緑の連続性づく り や周辺緑地への視点場の創造（ 柏尾川沿い空間）

< 村岡城址から 新駅、 シンボル道路（ 仮） と 周辺緑地へと つながる東西の景観軸を 形成 >

< 周辺緑地を つなぐ 生態系ネッ ト ワーク を 形成 >

< 環境学習が可能な親水空間と し て活用でき る緑地を確保 >

< シンボル道路（ 仮）、 区画道路と 周囲の道路空間の緑を 連続的につなぐ >

< 街区内に緑の広場空間や歩行者通路を 配置し 、 ネッ ト ワーク を強化 >

• シンボル道路（ 仮） 沿いは壁面後退し た民地部分と 一体的な緑地空間を 形成し ます。

• 東西につながる建築物壁面や屋上空間も 積極的に緑化し ます。

• 大街区では壁面後退部分を 活用し て緑の連続性の向上を図り ます。

• 景観重要公共施設 * である柏尾川沿いの建築物にはテラ スを 設けるなど眺望を 楽し める視点場を

配置し ます。

• 緑陰の提供や四季の彩り など街路空間の性格に合わせた道路景観を 形成し ます。

• 交差点など主要な結節点には象徴的な樹木を 配置し ます。

• 住宅、 商業、 業務街区における敷地内通路をつなぎ、 緑のネッ ト ワーク を 形成し ます。

• 敷地内の緑視率の向上により 、 緑の連続性を確保し ます。

❺生物多様性を 育む環境の創出

• 公共空間や行政街区等には生物多様性に配慮し た植栽と し ます。

• 樹種の選定には周辺緑地の生態系と の連続性に配慮し ます。

• 公園や公共的広場にはレイ ンガーデンなど環境学習が可能な緑を配置し ます。

❸新庁舎、 公共的広場が一体と なっ た緑の景観形成（ 緑豊かな空間）

• 行政街区と 公園、 公共的広場へと つながる緑の歩行者ネッ ト ワーク を創出し ます。

• 新庁舎や沿道の建築物は緑化によっ て緑豊かな景観を 形成し ます。

❷湘南モノ レール沿いにおける新庁舎と 駅前広場一体の緑の拠点形成（ 駅前空間）

• 行政街区と 駅前広場を 一体的につなぐ 緑豊かな広場を 創出し ます。
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　 シンボル景観軸と 南北を 貫く ３ つの景観軸の創造

　 生物多様性を 育む環境の創出
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❶

❷

周囲の保全緑地と 一体と なっ たまと まり のあるスカ イ ラ イ ンの形成

近景、 中景、 遠景を 考慮し た眺望景観の創出

新駅

宮前公園

宮前公園 深沢地区

宮前公園

等覚寺

特別緑地保全地区

等覚寺

特別緑地保全地区

寺分一丁目

特別緑地保全地区

上町屋特別緑地保全地区

柏尾川

湘南深沢駅

新庁舎

泣塔

宮前公園への眺望

手広・ 笛田特別緑地保全地区への眺望

等覚寺特別緑地保全地区への眺望

泣塔と 周囲の緑が一体と なっ た魅力的な景観を形成
丘陵地から 柏尾川への地形に沿っ た

開けたスカ イ ラ イ ンを形成

商業施設テラ ス

周辺の保全緑地と 連続するスカ イ ラ イ ンのイ メ ージ

凡例

スカ イ ラ イ ン

主な眺望ポイ ント 、
視点場

　 深沢地区は周囲を 保全さ れた緑地に取り 囲まれた柏尾川沿

いの平坦な土地に立地し ています。 地区内外の緑地と 建築物

が一体と なっ てまと まり のある景観を 形成し 、 周囲の自然景

観や丹沢や富士山など周囲の山並みへの眺望を 活かし たまち

づく り を進めます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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（ ３ ） 建築計画に対する審査の仕組み

• 建築計画に対する 審査は、（ 仮称） 深沢地区まち づく り 委員会で深沢地区の目指すまち づく り

実現のために必要な高さ であるかを 協議し 、 高さ の最高限度を 示す地区整備計画を定めます。

,ऽ
ठ

त
ऎ

◌ॉ॥
থ

উ
ॺ

◌ౣ
७

,,ऽ
ठ

त
ऎ

◌ॉঝ
ঝ

◌ౣ
 

,,,ग़
জ

◌॔
ঐ

ॿ
ও

থ
ॺ

◌ౣ
४

（ １ ） 深沢地区の建築物の考え方

（ ２ ） 深沢地区の目指すまちづく り 実現のための建築物の高さ 、 用途等の考え方

• 水と 緑に囲まれるよ う な、 ゆと り のある オープンスペースを 確保し ます。 特に行政街区のグラ

ウンド 、 公園、 公共的広場の周辺に魅力的なオープン スペースを 創出するよう 官民連携が必要

です。

• ヘルスケア産業の最先端拠点を 形成する など、 深沢のまちづく り を けん引する業務用途や、 循

環型社会の実現を 促す環境性能の高い建築物を誘導し ます。

• 深沢地区のまち並みは、 地形に沿っ て開かれた空間と し 、 建築物の高さ は、 周囲から の眺望に

配慮し 、 周辺街区への圧迫感を 軽減するよう 努めます。

•「 GREEN × INNOVATION 深沢」 のまちづく り を実現するため、 建築計画では各街区で建築物の

高さ を柔軟に定めます。

• 緑豊かなゆと り のあるオープンスペースを 創出する ため、 総合設計制度に準ずるよう なオープ

ンスペース（ 公開空地） の確保に見合う 建築物の高さ と し ます。

• 深沢地区の周辺は丘陵地（ 緑地） に囲まれており 、 広域的なスカ イ ラ イ ン になじ ませる ため、

建築物の高さ を検討するエリ アは、周辺街区に圧迫感を 与えない、中心街区のシンボル道路（ 仮）

沿いのみと し ます。

• 深沢地区のまちづく り に寄与する、 イ ノ ベーショ ン拠点と なる業務用途を誘導し ます。

• 深沢地区のまちづく り に寄与する、 ZEB 等の環境性能の高い建築物を 誘導し ます。

深沢地区の建築物の高さ について

❶周囲の保全緑地と 一体と なっ たまと まり のあるスカ イ ラ イ ンの形成

❷近景、 中景、 遠景を 考慮し た眺望景観の創出

• 地区内だけでなく 、常盤山や鎌倉中央公園、等覚寺特別緑地保全地区などの丘陵地から 、深沢地区、

藤沢市側へ既存地形と の連続性を 考慮し たスカ イ ラ イ ンを形成し ます。

• 地形に沿っ たスカ イ ラ イ ンを 形成するこ と で、 柏尾川沿いの風の流れを地区内に引き 込みます。

• 泣塔と 周囲の緑が一体と なっ た魅力的な景観を 形成し ます。

• 近景： シンボル道路（ 仮） など地上部の広場から は「 宮前公園」 への眺望に配慮し ます。

• 中景： 公共的広場周辺から は敷地南側の「 手広・ 笛田特別緑地保全地区」、 湘南モノ レール湘南深

　 　 　 沢駅周辺の広場や住宅から は東側の「 寺分一丁目特別緑地保全地区」「 等覚寺特別緑地保全

　 　 　 地区」 への眺望に配慮し ます。

• 遠景： 商業施設や行政街区から は「 富士山」、「 丹沢山地」 への眺望に配慮し ます。

　 歴史的資源、 周囲の保全緑地や柏尾川と 調和する魅力的な景観の形成
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グラ ウンド

公共的広場

シンボル道路
(仮

)

緑豊かな空間

駅前空間

柏尾川沿い空間

❸

❹

❺

道路、 緑地と 一体と なっ た滞留空間の確保と 活用

空への解放感に配慮し たまち並みの形成

単調な壁面の連続を 避けた、

変化や賑わいの感じ ら れる景観の形成

壁面位置の指定による親密な街路景観の形成（ 壁面後退）

（ シンボル道路（ 仮） 沿いに推奨）

(シンボル道路(仮)沿いやオープンスペース骨格沿いに推奨）

(シンボル道路(仮)沿いやオープンスペース骨格沿いに推奨）

凡例

交流広場

シンボル道路（ 仮） 沿い

オープンスペース骨格沿い

オープンスペース骨格

シンボル道路（ 仮）

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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駐車場等による大き な壁面後退は連続性のない街路景観を形成する。

街路の幅員に対し 圧迫感を感じ さ せる建築壁面

開口率の確保による賑わいの形成 建築物の分節による単調さ の回避

❸道路、 緑地と 一体と なっ た滞留空間（ 壁面後退、 交流広場） の確保と 活用

❹空への解放感に配慮し たまち並みの形成（ 中層以上の壁面後退）

❺単調な壁面の連続を避けた、 変化や賑わいの感じ ら れる景観の形成

• シン ボル道路（ 仮） 沿いの賑わいを 形成する ため、 交差点部等での低層部の建築物用途に応じ た

多様な滞留空間を確保し ます。

• 建築物と 外構や公共空間等の境界部「 敷き 際」 は連続性に配慮し た設えと し ます。

• 行政街区や公共的広場等の緑地空間沿いでは日常的な運動など人々の活動を 支援する ための空間

を 確保し ます。

• シンボル道路（ 仮） 沿いや駅前広場など主要な歩行空間沿いの建築物は中層以上の壁面を 後退し、

壁面から の圧迫感を 軽減するこ と で、 開放的な景観を形成し ます。

• 長大な壁面の連続を 避けるため、 建築物を 分棟するか、 一定の長さ ごと に分節し ます。

• 低層部の開口率を 多く と る こ と によ り 、 イ ノ ベーショ ン 交流など人々の活動を 感じ ら れる 景観を

形成し ます。

　 鎌倉ら し いヒ ュ ーマンスケールに配慮し た界隈性の感じ ら れる都市景観の形成

ヒ ュ ーマンスケールに配慮し た都市景観のイ メ ージ
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低層商業と 住宅の誘導例

低層部の開口率及び見附幅

壁面の位置の制限

駐車場の出入口の位置の制限

低層部の開放的な

設え、 天井高
レスト ラ ン、 カ フ ェ 、 小売り 、

居酒屋などを街路空間に配置

街路樹の植栽

出入口の位置

商業と 業務の誘導例

商業地区の誘導例

業務の誘導例

❶ 風格等時代を越え新たな鎌倉ら し さ を 形成する構成、 素材、 ディ テール、 植栽の構成への配慮

落ち着いた色彩

魅力的な看板

大き な開口部、 揃っ た軒線

軒線の統一

テラ ス空間による

賑わいの可視化

建築物内の後退

間口が広く 明るい開口部

大きな開口部、 揃っ た軒線

壁面後退部の植栽

大き な開口部と

ショ ーウィ ンド ウの照明

＊フ ァ サード ： 建築物の正面のこ と 。 重要な面を 有し ている も のであれば、 側面や背面にかかわら ずフ ァ サード と 呼ぶ場合も ある 。

＊ディ テール： 建築物やイ ン テリ アにおける 、 小さ な部分、 細かな部分のこ と 。

　 人々の活動の舞台と なる低層部のフ ァ サード * は、 開口部

と その構成、 形態意匠、 素材、 ディ テール *、 植栽や明かり

の演出等、 鎌倉、 深沢にふさ わし いデザイ ンと し 、 魅力ある

景観を形成し ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 

◌ৗ ञऩ ◌ುਡ पऴॎऔखःऽठ ధ◌ाभ ਛ・    
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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自然環境と 調和さ れたまち並みの形成イ メ ージ

植栽と 調和さ れた建築物壁面 自然素材を生かし た建築物壁面 植栽による魅力的な景観の形成

石材の外壁 瓦の外壁煉

❶風格等時代を越え新たな鎌倉ら し さ を形成する

　 構成、 素材、 ディ テール、 植栽の構成への配慮

• 低層部のフ ァ サード は、 軒下の連続性や建具等を 意識し た設えと する と と も に、 大き な開口部を

原則と し 、 端正で単純な構成に「 和」 を 意識し つつ現代的な設えと し ます。

• 石や木など自然素材の積極的な活用を推奨し ます。

• 駐車場には緑豊かなまち並みの形成に寄与する緑化を 推奨し ます。

• フ ァ サード を 引き 立てる緑を演出し ます。
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壁面サイ ン

「 第３ 回景観づく り 賞」

案内誘導サイ ンデザイ ンガイ ド ラ イ ンの例

建築物色彩ガイ ド ラ イ ンの例

統一感のある色調の住宅落ち着き のある色調の建築物低層部

❷ 周辺のまち並み、 自然景観や歴史、 文化に調和し た建築物の外壁等の色彩誘導

❸ 屋外広告物、 公共サイ ンや照明等による深沢の魅力を引き 立てる景観の創出

　 屋外広告物、 案内誘導サイ ンや照明による演出など、 近景

においては低層部フ ァ サード と 連携し た魅力あるまち並みを

形成し ます。 建築物の規模、位置や外壁の素材と その色彩等、

中景や遠景では建築物群が全体と し てまと まり のある景観を

形成し 、 周囲の既成市街地や自然景観と の調和を図り ます。  

भऽठतऎॉ ঝঝ 
ऽठतऎॉ ঝঝ 
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低層部のアク セント カ ラ ー

魅力的な広告物

「 第３ 回景観づく り 賞」

自然素材を用いたサイ ン

「 第３ 回景観づく り 賞」

演出性の高い夜間景観の形成

＊ブラ ケッ ト 照明： 壁面、 柱などに取付ける 照明器具。

❷周辺のまち並み、 自然景観や歴史、 文化に調和し た建築物の外壁等の色彩誘導

❸屋外広告物、 公共サイ ンや照明等による深沢の魅力を 引き 立てる景観の創出

＜建築物色彩の例＞

＜屋外広告物＞

＜案内、 誘導サイ ン＞

＜照明＞

• 賑わいのある低層部など歴史、 文化に配慮し た魅力ある広告物を掲出し ます。

• 水や緑などの自然景観や人々の都市活動を引き 立てる演出性の高い夜間景観を創出し ます。

• 建築物と 一体的なデザイ ンと し ます。 彩度６ 以下、 原則２ 色程度と し ます。

• 原則、 切り 文字、 チャ ンネル、 ネオン管等と し 行灯式の広告物と し ないよう にし ます。

• 照明はバッ ク ラ イ ト や外照式等間接照明式と し ます。

• 自然素材を活用するなど建築物と 一体的な意匠と し ます。

• でき る限り 道路附属物や建築物等に付帯さ せるこ と と し ます。

• グラ フ ィ ッ ク レ イ アウト の原則、 色彩、 書体などを 統一し ます。

•「 鎌倉市公共サイ ンガイ ド ラ イ ン」 に準拠し ます。

• 低位置照明、 ラ イ ト アッ プによ る 反射光、 ブラ ケッ ト 照明 * や行灯型など多様な光によ り 演出し

ます。

• 落ち着き のある景観を演出する光源を 採用し ます。

• タ イ マーによる制御、 調光可能と するなど節電に配慮し ます。

• 外壁　 色相０ YR~ ５ Y　 彩度６ 以下

• 屋根　 色相０ YR~ ５ Y　 明度６ 以下　 彩度４ 以下

（ 鎌倉景観地区から 色相範囲を Ｙ Ｒ に限定）

• 低層部のみ　 アク セント カ ラ ーは外壁以外の建具など最小限と し ます。

• のれんや看板等点景に素材以外の色彩を 用いる場合には、 原則と し て

日本の伝統的な色彩と し ます。

• 低層部は落ち着き 、 温かみや深みを 感じ る色相調和を 図るも のと し 、

自然素材色を積極的に活用し ます。

• 中層部は周囲のまち 並みや自然景観と 調和する 温かみのある 色相調

和を図るも のと し ます。

• アク セント カ ラ ーを使用する場合、 基調色と の比率に配慮し ます。
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　 まち づく り ルールの実現にあたり 、 各ルールに取り 組む主体と 時期を

例示し ます。 行政、 事業者、 市民が適切な役割を 担い、 官民連携のま ち

づく り を進めます。

1. 賑わいを形成する多様な導入機能の誘導

2. 賑わいを形成する機能の配置 

3. 賑わいを演出する空間の構成

4. 歩き やすく 魅力的な歩行環境の整備

5. 歩き やすく 魅力的な敷地内通路と オープンスペースの整備

6. 次世代交通と 公共交通のネッ ト ワーク 形成

7. 防災を 強化する街区の形成

8. 気象災害に強いレジリ エント なまちづく り

9. 脱炭素、 循環型社会の実現に向けた目標の設定

10. 緑の拠点と 歩行者ネッ ト ワーク による魅力ある緑景観の形成

11. 歴史ある緑と 調和し た良好な都市景観の形成

12. 新たな拠点にふさ わし いまち並みの形成

ऽठतऎॉ ঝঝ भ ৰ ਠ 

ऽठतऎॉ ঝঝ भ ৰ ਠ ध ৎ भ・ ・ ・ ৬

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

１ . まちづく り のルール
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●は積極的に取り 組む主体を示し ています。 記載のない項目についても 、 協力や参加を推奨し ます。
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